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多文化主義の国家カナダと先住民
国立民族学博物館 岸上　伸啓

(1)新 天地 と しての北米

　北米 は新世界 と呼ばれ るように,ヨ ーロッパか

ら入植者がやって くるまでは,先 住民が住む,ヨ

ーロッパ世界 とは隔絶 された未知の大陸であった。

　現在の北米は,も の,人,金,情 報が もっ とも

多 く集 ま り,か つ交流する場所 の一つになってい

る。 われわれ にはアメリカにせ よカナダにせ よ,

英語 を母語 とする白人の国 とい うイメージが強い

が,両 国 とも先住民,入 植者,そ して後の移民か

ら構成 される雑多な民族 と文化が錯綜 し,共 存す

る世界である。

　ここで は,現 在 のカナダが どの ような民族や

人々か ら構成され,ど のような関係 を歴史的に形

成 しなが ら人々が生 きてきたかを,先 住民に焦点

をあてなが ら素描 してみたい。 そして現在,国 家

統合のための政策の一つ としてカナダで試みられ

ている多文化主義について紹介する。

(2>カ ナダの現状 と歴史

　カナダの総人口は2,900万 人あまりである。1991

年の国勢調査の結果 による と,現 在 のカナダは,

英系40%,仏 系27%,ド イツ系3%,イ タリ,ア系

3%,中 国系2%,先 住民2%,ウ クライナ系2%,

その他21%か ら構成 されている。 このように,英

仏系 を中心に多数の民族 ・文化的なバ ックグラウ

ンドをもつ人々が集まってできあがった国である。

異質 な集合か らなる国家の政治的統合は,複 雑で

あり,困 難なものである。

　現在のカナダに ヨーロッパから入植者が到来す

るまでは,極 北地域 にイヌイッ ト,森 林 の亜極北

地域 にクリーやオジブアな ど,北 西海岸地域 には

セイ リッシュ,ク ワキウ トル,ハ イダな ど,東 部

地域 にはヒューロン,イ ロクオイ,ミ クマックな

どの先住民が住 んでいた。仏系 と英系の入植者は

相互 に牽制 し合いなが ら,時 には争いなが ら,極

北 と亜極北など農耕や牧畜に適 さない土地以外に
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入植 し,開 墾 し,そ こに住んでいた先住民を追い

出しなが ら,彼 らの世界を拡大 していった。 また,

その過程で,メ ティスと呼ばれる仏系の人 と先住民

の混血化した集団も生み出された。そしてカナダは

先住民の世界か らヨーロッパか らきた人々が主流

派になる世界へ と変貌を遂げていったのである。

　カナダに連邦が結成 され,国 家ができた1867年

まで,英 系の入植者 と仏系の入植者 との領土拡大

の争いの歴史であった。そしてその連邦建国は6

割の人 口を占める英系カナダ人 と3割 の人 口を占

める仏系カナダ人の 「契約」 という形で成立した。

その連邦制 とはそれに参加するケベ ックやオンタ

リオなどの各州には一定の自治権 を許容す るとい

うものであった。その後,大 陸横断鉄道の建設な

ど国家建設のために中国人移民 らを労働力 として

受 け入れたが,そ の完成後には中国人労働者の締

め出 しなどが行われた。メティスも弾圧されるな

ど,当 時のカナダは英仏を中心 とす る白人の国で

あった。

　 1896年 か ら小麦ブームが起 こり,そ の生産国で

あるカナダには,英 米以外にウクライナ,ハ ンガ

リー,ポ ーランドなど東欧や中欧か らの移民が急

増 し,二 民族国家か ら多民族国家へ と変化 して き

た。そのよ うな状況の中で,連 邦政府が移民に取

った政策は,「 アングロ ・コンフォー ミズム」 と呼

ばれ るもので,英 系カナダへの移民の同化 を目的

とした ものであった。 この政策に もかかわ らず,

移民集団は同化せず,国 家の中に英系を頂点 とす

る垂直なエスニ ック ・ヒエ ラルキーが形成 された。

　第二の移民の波が1919年 か ら1930年 にかけて

み られた。 この移民の流入によってカナダの総人

口の中に占める非英仏系の比率は18%へ と上昇し,

単なる同化政策で は矛盾が生 じるようになった。

ここで出てきたのが,「 メルティング ・ポッ ト論」

であった。移民によるカナダへの文化的な貢献 を

認 め,同 意の もとでカナダ社会 に同化 させ,い ろ
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いうなバ ックグラウン ドをもつ移民が時間 ととも

に融合 しあい,カ ナダとい う器の中で一つになる

とい う考えであった。すなわち新たな 「カナダ人」

の創出へ と流れが変わった。

　第二次世界大戦の後,第 三の移民の波が押 し寄

せ,1961年 までに総人 口中の4分 の1が 非英仏系

に変わった。さらに1960年 には,ケ ベ ック州が仏

系が支配す る近代 的なケベ ック州建設 をめざす

「静かな革命」が起 こった。これ以降,ケ ベ ック州

は連邦か らの分離 ・独立を主張するようになった。

その後のカナダ政治は,移 民問題 と,ケ ベ ック州

の取 り扱いをめ ぐって展開されていった。カナダ

における英語 と仏語の公用語化はその過程で生ま

れてきたものであった。すなわち二言語 ・二文化

主義 という英系 と仏系の共存が国是 となったので

ある。一方,仏 系カナダ人に対する優遇 は,ウ ク

ライナ系な ど非英仏系の住民の反発を買い,連 邦

制は 「二言語の枠に内での多文化主義」 を採用せ

ざるを得な くなった。1971年10月 には当時の首相

の トゥルー ドーによってカナダ連邦政府 はカナダ

における民族的多様性 を公認した。そして 「文化

的な多様性を認め,そ れぞれの文化的自立 と共存

を積極的に押 し進めようとする」多文化主義が国

家の理念 として採用されたのである。

写真1　 カナダの先住 民の 日(6月21日)の パ レー ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　 (モン トリオールにて)
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　この多文化主義を実施するに当た り,こ れまで

見過 ごされてきた先住民 を考慮に入れざるを得な

くなった。1982年 の新憲法では,先 住民の 「伝統

的な」諸権利が保障されることが明記されている。

すなわち,現 在のカナダの多文化主義は,英 仏の

主流社会 と移民,先 住民の三つが関わ り合いなが

ら実現化が試みられているのである。

(3)カ ナ ダの先住諸民族:カ ナダ社会の一側 面

　 カナダは連邦制成立以降,英 系 と仏系のカナダ

人か らなる国 とみ られることが多 く,先 住民や移

民にはあまり触れ られることはなかった。 しかし

1990年 代のカナダでは,先 住民は政治の表舞台に

出てきてお り,そ の動向は英 ・仏系主流社会が無

視できない存在になってきている。

　 カナダの先住民は,イ ヌイッ トとファース ト・

ネーションズ,メ ティスの三つのカテゴリーに分

けられる。イヌイ ットとは,極 北のツンドラ地域

を主な生活の場 とし,狩 猟や漁労を主な生業 とし

てきた人々である。現在では,若 者の生業離れが

み られるが,カ ナダのヌナヴ ト(旧 北西準州の中

部および東部極北地域)と ヌナヴィク(ケ ベ ック

州極北部),ラ ブラドールの極北部の村々で定住生

活を送っている。ファース ト・ネーションズ とは,

民族名ではな く,ハ イダ,デ ネ,ク リー,イ ロク

オイ.など複数か らなる先住民族全体(一 般)を 指

す言葉である。かつての 「インディアン」 という

名称に相当する。メティスはすでに指摘 した とお

りである。

　 1991年 の先住民人口調査によれば,カ ナダには

先住民の血を引き,先 住民意識 を持っている人が

100万 人ほ どいる。その内訳が,フ ァース ト・ネ

ーシ ョンズが約78万 人,メ ティスが約21万 人,

イヌイットが5万 人弱であった。イヌイ ットを除

けぼ,カ ナダ先住民の半数近 くは,故 郷 を離れ,

都市や町で生活をしている。混血化や移動が進み,

独 自の先住民文化は大きく変容 してきた。一時は,

定住化,国 民化 という国策のもとで,そ の存続の

危ぶまれた時期があった。

　 しか し,カ ナダ先住民は,長 い植民地化 と抑圧



の後,民 族文化の再興 ・再創造の道を歩み始めた。

彼 らは,欧 米人 との接触の後,キ リス ト教化,国

民化な どを体験 し,第 二次世界大戦後,一 時は諸

民族文化や先住民諸語の消滅の危機 に直面 した。

しか し1960年 代にアメリカで始 まった黒人運動,

先住民運動に影響 され,国 際的な先住民運動の高

まりの中で,カ ナダ政府は1970年 代に入 り,先 住

民の諸権益について政治的な話 し合いを持っよう

になった。

　水力発電用のダム開発を求める提案 を受 け,ケ

ベック州の北部に住むイヌイ ットとクリーは,ケ

ベック州政府 を相手にダム建設,そ して彼 らの先

住民 としての権利について政治的な話 し合いを行

った。その結果,特 定地域 においてダム建設を認

める代わ りに彼 らの土地権,生 業権な どを国家に

承認させ るとともに,ダ ム建設 に伴 う補償金を得

た。1984年 には北西準州西部極北地域のイヌヴィ

アルイ トが,1993年 には北西準州中 ・東部極北地

域のイヌイ ットがカナダ連邦政府 を相手に政治協

定 を締結 し,先 住民 としての諸権利を獲得すると

ともに政治的な自律性 を獲得 してきた。国民国家

そして現在の資本主義体制の中で暮 らすイ ヌイ ッ

トの生活は決 して楽なものではない。 しか し,国

家の助けを借 りて,彼 らは自らの文化や言葉 を再

生 させた り,新 たに創造させた りすることができ

るようになりつつある。

　 このような先住民の政治的な自立化や先住民権

の獲得は,多 文化主義 を標榜す るカナダの中で可

能になってきた。 そして連邦政府 と政治交渉 を行

い,新 たな方向性 を開拓す る先住民グループも増

加 しつつある。

　先住民は移民やほかの国民 とともにカナダを構

成 し,維 持 させ る重要なメンバーである。彼 らは

主流文化に同化 され ることな く,彼 らの文化伝統

に民族 の誇 りを持 ちつつ,カ ナダ国民 として社会

に参加できる時代を迎えつつあるのである。

(4)多 文化主義 の現状 と将来

　カナダは,多 民族 ・多文化か らなる国家である。

カナダの歴史は,英 系 と仏系の歴史 というよりも,
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写真2　 カナダ ・イヌイ ッ トのハ ンター たち

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1990年12月 アクリヴィク村 にて)

先住民そして移民を含めた多民族の対立 と協調の

過程であった。そしてカナダの社会的現実は,「 メ

ルティング ・ポット」でも 「サラダ ・ボウル」で

もなく,「野菜かご」に近いものである。連邦成立

か ら100年 以上たった現在でも,仏 系,ウ クライ

ナ系,ユ ダヤ系,イ ヌイッ トや,フ ァース ト・ネ

ーションズ諸集団の民族の壁は厳然 として存在 し

ているのだ。

　 フランス革命 に端 を発する近代国民国家 は,多

様性を画一性 に,異 質を同質にすることで成 り立

つ国家理念である。一文化 ・一民族 ・一国家を前

提 とする国民国家の理念では,現 在のカナダは国

家 としてはうまく機能するはずがない。その問題

を解決するための処方箋がカナダの場合,多 文化

主義の採用だった といえる。

　カナダの状況 は,人,も の,情 報が広範囲に交流

す る地球全体 の縮図のようなものである。カナダ

の多文化主義の実施は,オ ース トラリアの場合 と

同じく,異 民族,異 文化の共存をはかる壮大な可能

性のための実験 といえる。異質 な国民が差異 を相

互に認め合いなが ら共存 し合える国家の構築 は21

世紀 を迎えるわれわれの課題であ る。多文化主義

の実験はグローバル化が進み,人 の移動がさらに

激 しくなっている現在,日 本をはじめとす る国民

国家や,こ の地球社会全体 にとっての新たな可能

性を開 く一つの手段であると考えられるのである。
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